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１．はじめに 

平成 27 年（2015 年）の国連サミットにおける持続可能な開発目標（以下、「SDGs」という。）

の採択以降、SDGs への関心は世界的に高まっている。このような中、農業農村整備分野におい

ても、令和３年３月に公表された新たな土地改良長期計画において、自然資本や環境に立脚し

た食料・農業・農村分野は、他産業に率先して SDGs の実現に貢献することが求められている

旨記載されるなど、SDGs への関心が高まっている。本報告では、SDGs 達成への貢献という視

点から多面的機能支払交付金（以下、「本交付金」という。）の評価を行うシステムを検討した

ことを報告するとともに、活用方法や今後の展望について紹介する。 

２．本交付金活動と SDGs の関係性 

SDGs は、持続可能な世界を目指す国際目標である。一方、本交付金は、農用地、水路、農道

等の地域資源の保全管理に資する各種の取組が地域住民による共同活動により営まれること

により、良好な地域社会の維持及び形成に重要な役割を果たすものである。これらは、持続可

能な社会を目指す点において共通しており、親和性が高いものと考えられる。 

また、SDGs 全 17 目標の相互の関係性を示すウェディングケーキモデルは、目標 17（パート

ナーシップで目標を達成しよう）を頂点として、「生物圏」、「社会圏」、「経済圏」の３つの階層

で構成されている（図１左）。一方、本交付金では、「Ⅰ.資源と環境」は、地域資源の適切な保

全管理や農村環境の保全・向上等の活動を通じて「Ⅱ.社会」にある農村の地域コミュニティ

ーを維持・強化し、「Ⅲ.経済」は、「Ⅰ.資源と環境」及び「Ⅱ.社会」を土台として成り立ち、

これらの総体として、本交付金による地域協働力の発揮を位置付けて評価を行うことを検討し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 多面的機能支払交付金版 SDGs の目標 
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ている。両者の構成は類似しており、SDGs 達成への貢献という視点から本交付金による取組や

効果を見直し、SDGs の 15 目標（全 17 目標）に対応した本交付金の目標を整理した（図１）。 

３．多面版 SDGs ローカル指標の検討 

（１）目的 

 SDGs の目標・ターゲットの達成に貢献する本交付金の活動内容と指標を「多面版 SDGs ロー

カル指標」として整理した（表１）。これにより、誰でも簡易に SDGs への貢献度を把握でき、

農村地域における小さな活動が、世界が目指す SDGs と繋がることを確認できるようになる。

また、本交付金の対象組織は「新しい公共」の担い手であり、SDGs と本交付金の活動を関連付

けることで、その担い手としての位置付けを明確化するとともに、資源保全にとどまらず、持

続可能な地域づくりに向けた目標設定や組織のあり方の検討を促進することが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活用方法 

 多面版 SDGs ローカル指標を用いれば、SDGs の達成に向けた取組内容を具体的に示すことが

でき、かつ、達成状況のモニタリングが可能となるため、都道府県や市町村にとっては、地域

の実情に応じた目標設定や達成度の把握が簡易的にできるようになるとともに、本交付金の対

象組織にとっても、SDGs と繋がることで活動意義を再確認できるなど、行政と対象組織の両方

において多面版 SDGs ローカル指標の活用が期待される。また、今回整理した多面版 SDGs15 の

目標については、行政と対象組織等が役割分担しながら、対象組織が地域にあった目標に主体

的に取り組むものである。一例ではあるが、SDGs の達成へ貢献するものとして水田貯留機能増

進活動（田んぼダム）や生態系保全活動（生き物調査等）などに取り組むことは、防災・減災

力の強化や生態系保全活動への多様な主体の参画等への理解を地域住民から得やすくなるな

ど、地域住民による持続可能な地域づくりの推進を後押しできるのではないかと考えている。 

４．今後の展望 

今回、多面版 SDGs ローカル指標の検討について紹介した。SDGs は様々な分野で取組が進ん

でおり、今後は、多面版に限らず、土地改良事業の各分野において SDGs の達成に向けて水管

理版や国土強靱化版等の SDGs ローカル指標を検討して活用することにより、SDGs 達成への取

組や SDGs の理念を踏まえた持続可能な地域づくりを推進していくことが期待される。 

【引用・参考文献】 令和２年度多面的機能支払交付金の効果の評価に関する資料作成等業務

報告書（農林水産省農村振興局） 

表１ 多面版 SDGs ローカル指標（一部抜粋） 
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